
　油彩画、水彩画、素描などにより、生涯にわたってパリの風景
を描いた荻須の画業を紹介しています。
　なお、11月21日㈮～ 26日㈬はあいちウィークのため常設 荻
須高徳展のみの観覧は無料です。常設 荻須高徳展常設 荻須高徳展

同時開催

大人講座「石でリトグラフを作ってみよう！」
�11月22日㈯、午前10時～午後１時
10人（先着）
�荻須が好んで用いたドイツ産の石灰石に絵を描き、リ
トグラフ制作を体験する
名古屋芸術大学准教授　片山　浩
3,000円（当日納入）
��11月３日㈷午前10時から、市ホームページの申込
フォームで荻須記念美術館へ

パン工房 ベルク
　稲沢町前田192番地３ 幸成ビル１階
　 050-8892-8694

特別展連携メニュー販売店舗
　特別展にちなんだメニューを下記店舗で提供予定で
す。お楽しみに！

名古屋文理大学連携講座・稲沢市文化振興財団
出張演奏会「アート＆コンサート」

�11月30日㈰、午後１時30分～３時10分
�名古屋文理大学（稲沢町）、荻須記念美術館
40人（先着）
�展覧会にまつわるトーク＋コンサートを楽しんだ後、
特別展を学芸員による解説付きで鑑賞（トーク…名古
屋文理大学教授 栗林芳彦、演奏…伊藤真理子（スピネッ
ト）、石田　正（オーボエ））
1,800円（当日納入）
��10月２日㈭午前10時から、電話（ 24-5111）で
名古屋文理大学文化フォーラム（市民会館）へギャラリートーク

●学芸員によるギャラリートーク
�①11月８日㈯②11月24日㉁、午前10時
30分～ 11時・午後２時～２時30分
�①一般向け②子ども向け

●石版画家によるギャラリートーク
�11月22日㈯、午後２時30分～３時
名古屋芸術大学准教授　片山　浩
無料（特別展観覧券の半券が必要）

講演会
「OGUISS リトグラフの世界」

�11月２日㈰、午前10時30分～正午
30人（先着）
元京都精華大学教授　西村正幸
無料（特別展観覧券の半券が必要）
��10月１日㈬午前10時から、電話で荻須記
念美術館へ

ウェルカム！ おしゃべりDAY
　小さな子ども連れの家族、友達と楽しくお
しゃべりしながら鑑賞を楽しみたい皆さん、
ぜひ「ウェルカム！ おしゃべりDAY」にお
越しください。

�11月３日㈷、終日
�静かな環境での鑑
賞 を 希 望 す る 方
は、別日にご来館
ください

《金獅子亭》1978年《小運河》1972年 《雑貨店》1986年
※作品全て、リトグラフ・紙　©Les Amis de Oguiss 2025

問合先　荻須記念美術館　 23-3300

　パリを描いた油彩画家として知
られる荻須高徳（1901-1986）は、
円熟期を迎えた1967年、新たにリ
トグラフ（石版画）の制作を始め、
油彩画と並行してリトグラフ制作
に熱中します。
　リトグラフは油彩画とは異なり、
絵の具を厚く塗り重ねることがで
きず、版の制作にあたっては主題
を少ない色数に置き換える必要が
あります。荻須はこうした制約を
乗り越え、簡潔で力強い表現や豊
かな色調によって、最小限の色数
で最大限の効果を実現する魅力的
な作品を次々と生み出しました。
「リトグラフにしろ、油絵、水彩画
にしろ、その制作にあたって私は
同じ労力を尽くし、同じ感情を込
め、愛情で包み、また同じ厳しさで臨んでいます。」と語るように、荻須にとって、リトグラフは油彩画の複製
ではなく、リトグラフでしかできない表現を試み追求する場でした。透明な絵の具を塗り重ねて表現された、
パリの風化した石壁やヴェネツィアの運河の水面は、油彩画とは異なった軽やかさや親しみやすさを感じさせ
るとともに、油彩画同様にそこに暮らす人々の息遣いや街の歴史を伝えます。
　今回の展示では、荻須が亡くなるまでの約20年間で制作した全リトグラフ166点のうち、約120点を前後期
に分けて展示します。前後期で半数以上の作品を入れ替えますので、ぜひ各期間ともご覧ください。

特別展

荻須高徳 リトグラフ展
－稲沢市荻須記念美術館コレクション－

《靴屋　メトロ》1986年　リトグラフ・紙　©Les Amis de Oguiss 2025

10月24日㈮～12月７日㈰の
期間中、この割引券を持参の方
１人１回に限り有効（コピー不可）【割引券】

一般 1,000 円 ⇒	800 円
高大生 800 円 ⇒	640 円
小中生 100 円 ⇒	  80 円

荻須高徳 リトグラフ展
－稲沢市荻須記念美術館コレクション－

10月24日㈮～12月７日㈰の
期間中、この割引券を持参の方
１人１回に限り有効（コピー不可）【割引券】

一般 1,000 円 ⇒	800 円
高大生 800 円 ⇒	640 円
小中生 100 円 ⇒	  80 円

荻須高徳 リトグラフ展
－稲沢市荻須記念美術館コレクション－

休 館 日　　�会期中の月曜（11月３日㈷・24日㉁は開館）、11月４日㈫・27日㈭
開館時間　　午前９時30分～午後５時（入館は午後４時30分まで）
観 覧 料　　一般1,000(800)円、高校・大学生800(640)円
　　　　　　小・中学生100(80)円　※市内の小・中学生は無料
※上記観覧料で「常設　荻須高徳展」も観覧できます
※（  ）内は20名以上の団体または割引券持参者の料金
※�前期入場時の観覧券の半券提示により後期は割引料金で観覧できます
※下記�のいずれかの観覧券（半券も可）提示により割引料金で観覧できます
　・一宮市三岸節子記念美術館特別展「岡田三郎助　優美な色彩・気品ある女性像」（10月11日㈯～ 11月24日㉁）
　・清須市はるひ美術館企画展「アーティストシリーズ＋」（10月10日㈮～ 12月４日㈭）
※障害者・戦傷病者・被爆者健康手帳を持参の方は、本人と付添人１人無料　（窓口で手帳を提示してください。ミライロID可）
※荻須記念美術館公式Instagram・Xのフォロー画面提示により割引料金で観覧できます
※その他の割引については、市ホームページで確認してください

会期会期

市公式LINEクーポン提示により
割引料金で観覧できます

※10月中旬以降配信

前期：10 月 24 日㈮～ 11 月 16 日㈰
後期：11 月 18 日㈫～ 12 月７日㈰
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